国際動産取引法　2011年度秋学期末試験
高橋宏司　出題
日本にのみ営業所を有するBは、乙国で設立され、甲国および乙国に営業所を有するSの甲国営業所と交渉し、自ら運営するゲームセンター設置用に一定数のゲーム機をFOB条件で購入する契約を結んだ。Bから依頼を受けた銀行Gは、「ICC荷為替信用状に関する統一規則および慣例」(信用状統一規則)に準拠し、Sを受益者とする信用状を発行した。Bは船会社Cとの間で甲国の港から神戸港への海上運送契約を締結した。同運送契約には、日本法を準拠法とする条項が含まれている。また、運送の履行に際して運送品に滅失・損傷・延着が生じた場合、Cの役員の故意または過失がない限りCは一切の責任を負わないとの条項も含まれている。SとBの間の売買契約書には、引渡されるべきゲーム機のデザインの概要が記され、外装については黒塗りとされていたが、Sの甲国営業所は、濃紺(のうこん)色の外装のゲーム機を調達し、契約で定められた船積期限までに甲国の港で船積みした。船積後発航前に、Cの配乗させた船員がタバコを消し忘れ、それが原因で船舶において火災が発生し、船積されたゲーム機の半分は焼失した。Cの配乗させた船長は、船体を目視により点検して航行が可能であると判断し、出航を指示した。ところが、火災によって損傷したエンジンが間もなく正常に作動しなくなり、修理のための予定外の寄港が必要となったため、ゲーム機の残り半分は神戸港に遅れて到着した。
(1)  Gは、売買契約どおりの黒色のゲーム機が船積されなかったことを理由として、信用状による支払を拒絶できるか。なお、ゲーム機の色を記載した書類の呈示は信用状条件とされていないものとする。(期末試験総点80点中5点)
(2)　BはSに対して、売買契約の違反を理由にどのような救済を求めることができるか。甲国は国際物品売買契約に関する国際連合条約(「条約」)の締約国であるが、乙国は締約国でないものとする。(期末試験総点80点中45点)
(3)  CはBに対して、ゲーム機の焼失および延着について運送契約違反の責任を負うか。(期末試験総点80点中30点)
